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1  は じ め に

現在,青森県におけるオウトウの品種は食味,収益性

に優れた `佐藤錦'が栽培面積の約50%を 占め,収穫と

選果の作業が短期間に集中している。観光農園を経営し

ている生産者にとっては,収穫期の拡大,特にその前進

化が望まれており,そのため,良食味で豊産性な早生品

種の登場が期待されている。

2試 験 方 法

火山灰性黒ポク土壊である当センター圃場 (三戸郡五

戸町)のアオバザクラ台 `紅真珠'(1994年に 1年生苗

定植)を,1999年及び2000年は2樹,2001年は 1樹供試

した。雨よけは2000年及び2001年に着色始期から行った。

開花期間は1999年 ,2000年及び2001年に `紅真珠',`佐

藤錦'及び `香夏錦'を調査した。交雑和合性は,稚葉
から抽出したDNAの 自家不和合性 (S)R Nase遺伝
子型に基づいて判定し,`南陽'及び有望品種とされる
`紅さやか'と `紅秀峰'については,交雑試験も加え

て検討した。

果実品質は各年とも適期に収穫した30果について, 1

果重,果形,Brix 及び滴定酸度を調査した。樹勢,花

芽の多少,生産力,果肉色及び裂果性は育成系統適応性

検定試験・特性検定試験のオウトウ調査方法Ⅱに従い調

査した。また,食味は2001年に当センター及び三戸地域

農業改良普及センターの職員47名 (男性21名 ,女性26名 )

を対象に外観の良否,果汁の多少,肉質や果皮の歯ざわ

りや好みの好き嫌い,甘味と酸味の多少について,各自

の好みを5段階評価によるアンケートで実施した。
`紅真珠'の 日持ち性は2000年 6月 26日 に収穫した果

実30果,2001年 6月 22日及び25日 に収穫した果実80果を

供試し,常温での腐敗,裂果,う るみ及び果梗の萎凋等

から販売が可能な果実の割合を調査した。

3 試験結果及び考察

開花日は `佐藤錦 '及び `香夏錦 'よ り遅い 5月 3日 、

満開日は `佐藤錦'及び `香夏錦'よ り遅い5月 6日で

あった (表 1)。 S因子による遺伝子型はS3S6で,交

雑和合性をみると `ナポレオン',`北光',`高砂',`紅

さやか',`香夏錦'及び `紅秀峰'とは和合性で,・佐

藤錦',`南陽'及び `」 のしずく'とは不和合と判定さ

れた (表 2)。 交雑試験による結実率は `南陽'× `紅

真珠'は 0%,`紅真珠 '× ・紅秀峰'及び `紅さやか '

× `紅真珠'は約50%と高く,S因子による結果と一致
した (表 3)。

収穫盛期は '香夏錦'と同等,`佐藤錦'よ り3日早

い6月 24日 であった (表 4)。 1果重は `香夏錦 '及び
`佐藤錦'よ りやや大きい約 7gで,果形は短心臓であ
った。Brixは約20%で `佐藤錦'及び `香夏錦'よ り

いずれも高く,滴定酸度は約06%で `佐藤錦'よ り高
く,・香夏錦'よ り低かった。

樹勢は中で,花芽の多少は多,生産力は 1樹当たり収

量が 7年生時で約13kgであった (表 5)。 果皮色は赤 (帯

赤黄斑),果肉色はクリーム,果肉硬度は軟,裂果性は

微であった。

食味アンケートの結果,総合評価では全体の88%が `

紅真珠'を「好き」又は「やや好き」と回答した (図 1)。

室温における日持ち性は2000年及び2001年とも,収穫
5日 日の商品果率は60%程度で,`佐藤錦'の約90%よ

り劣った (図 2)。

4 ま と め

現在,収益性の高い `佐藤錦'の栽培面積が多いため

収穫・選果作業が短期間に集中している。そのため,早

生の品種を導入することで収穫・選果作業の分散化が期

待できる。

`紅真珠'は収穫日が '佐藤錦'よ り3日 程度早く,

労働力の適正配分が可能になり得る。特に観光農園では

オウトウ収穫の会期が早められる。また,食味アンケー

トの結果においても総合評価が高かった。

`紅真珠'は (S)R N ase遺伝子型による判定では
`佐藤錦'と交雑不和合であった。
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表 1  `紅真珠'の開花期間及び収穫日 表 3 交雑組み合わせと結実率
年度  品種 開花日 満開日 落花日

(月 日)  (月 日)(月 日)

交雑組み合わせ 交配花数  結実率 (%)
南  陽 × 紅真珠  90
紅 真 珠 × 紅秀峰  67
紅さやか × 紅真珠  90
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紅真珠 5 8  510  516
2000 佐藤錦 5 8  510  516
香夏錦 5 7  510  514

表4 `紅 真珠'の果実品質
年度 品 種 調査日 1果重 Brix  滴定酸度

(月 日)  (g)  (%)(g/100皿 1)

6 23

6 30

6 26

紅真珠

2001 佐藤錦

香夏錦

4.28 5 3  5.11
4 27    4 29    5 12

4 25    4 28    5  9

紅真珠

1999 佐藤錦

香夏錦

625  71
6 25     6 2

622   60

19 6    0.69

172  056
160  0.65

6 25

627
6 25

紅真珠 5.3  5 6  5.13
平均 佐藤錦 5 2  5 4  513
香夏錦 430  5 3  510

紅真珠  623  57
2000 佐藤錦  630  53
香夏錦  626  6.4

6.24

6 27
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20 5    0 62

18 7    0.49

17 3    0 84
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18 4    0 54

15 2    0 48表 2 `紅真珠'との交雑和合性
品 種 名  S遺 伝子型 和合性
紅 真 珠  S3S6
ナポレオン  S3S4
北   光  SIS6
高   砂  SIS6   0
紅 さや か  SIS,  0
香 夏 錦  S4S6   0
紅 秀 峰  S4S3   0
佐 藤 錦  S3SG
南   陽  SeS6
Jの しずく  SsS6

香夏錦  6.25  6.3  15.7
×

○

○

×

×

×

紅真珠

平均 佐藤錦
香夏錦

6 24     6 8

6 27     5 8

624  62

19 5    0 62

170  051
16 3    0 82

注)滴定酸度 :リ ンゴ酸換算

調査結果  中 126  赤  クリーム
注 1)生産力は 7年生樹の 1樹当たり収量
2)裂果性は雨よけ施設あり
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`紅真珠 'の食味アンケー トの結果

(uJ*Eil)
図 2 `紅真珠'の商品果率の推移

注) 収穫後に常温で保持
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